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イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル

ユ
ニ
オ
ン
は
、
当
初
2
0
2
0
年
に
南
ア

フ
リ
カ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
て
開
催
予
定

で
あ
っ
た
第
３
回
世
界
大
会
を
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ス
ル
感
染
症
の
流
行
を
受
け
、

2
0
2
1
年
に
初
め
て
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
実
施

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン

中
間
政
策
会
議
開
催
報
告

平
川 

秀
行

金
属
労
協
事
務
局
次
長
／
国
際
局
長

長
・
委
員
長
を
始
め
と
し
た
14
名
（
内
女

性
６
名
）。
ま
た
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・

Ｊ
Ａ
Ｆ（
20
名
、内
女
性
８
名
）、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン（
9
名
、内
女
性
4
名
）
が
参
加
し
た
。

　

中
間
政
策
会
議
の
前
段
で
は
、
現
地
に

お
い
て
女
性
委
員
会
、
副
会
長
会
議
、
執

行
委
員
会
、
青
年
会
議
な
ど
の
各
種
会
議

が
開
か
れ
、
中
間
政
策
会
議
に
向
け
た
最

後
の
調
整
が
行
わ
れ
た
。
日
本
か
ら
の
参

加
者
も
そ
れ
ぞ
れ
会
議
に
出
席
し
、
役
割

を
果
た
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
機
を
と
ら
え
て
、
定
期
協

議
を
行
っ
て
い
る
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
（
ド
イ
ツ

金
属
労
組
）、
北
欧
産
業
労
連
と
組
織
間
の

意
見
交
換
・
交
流
の
機
会
を
持
っ
た
。（
Ｉ

Ｇ
メ
タ
ル
と
の
定
期
協
議
に
つ
い
て
は
後

掲
）

　

１
日
目
の
会
議
冒
頭
に
は
、
イ
ェ
ル
ク
・

ホ
フ
マ
ン
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
会
長

（
ド
イ
ツ
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
会
長
）
が
「
人
権
・

労
働
組
合
権
を
擁
護
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資

本
に
対
抗
し
、
公
正
な
生
態
学
的
・
社
会

的
転
換
に
よ
る
人
道
的
な
経
済
を
確
保
し

中間政策会議の様子

し
た
。
こ
の
世
界
大
会
直
後
よ
り
、
次
回

大
会
ま
で
の
中
間
の
時
点
に
お
い
て
、
対

面
で
政
策
的
な
議
論
を
行
う
会
議
体
の
開

催
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
3
年
6

月
20
日
～
22
日
に
第
3
回
世
界
大
会
の
開

催
予
定
地
で
あ
っ
た
南
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ー

プ
タ
ウ
ン
に
て
、
中
間
政
策
会
議
と
い
う

形
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
は
世
界
64
カ
国
、
1
7
9
組
合

か
ら
6
0
0
名
を
数
え
た
。

　

日
本
は
全
体
で
43
名
。
J
C
M
か
ら
は

金
子
議
長
、
髙
倉
顧
問
、
加
盟
5
産
別
の
会

TOPICS 1

た
け
れ
ば
、
労
働
組
合
の
権
力
資
源
を
―

―
特
に
組
織
化
に
よ
っ
て
―
―
拡
大
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
が
取
り
組
む

す
べ
て
の
話
題
、
実
施
す
る
す
べ
て
の
活

動
が
、
組
織
力
の
強
化
に
つ
な
が
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
逃
げ
道
は
な
い
」
と
力

強
い
開
催
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
元
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
金
属
労
連
）

執
行
委
員
・
元
Ｉ
Ｆ
メ
タ
ル
会
長
で
、
前

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
首
相
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ベ

ー
ン
氏
は
基
調
講
演
の
中
で
「
民
主
主
義

が
空
虚
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

他
者
へ
の
思
い
や
り
、
尊
重
、
共
有
、
信

ホフマン会長（ IGメタル会長）

ロベーン前スウェーデン首相
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TOPICS

頼
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
必
要
だ
。
私
た

ち
が
い
る
か
ら
私
が
い
る
。
重
要
な
の
は
、

皆
さ
ん
が
他
者
の
生
活
に
変
化
を
も
た
ら

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
連

帯
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
副
会
長

の
一
人
で
、
ケ
ニ
ア
金
属
合
同
労
組
書
記

長
の
ロ
ー
ズ
・
オ
オ
マ
モ
氏
や
、
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
の
エ
ブ
ラ
ハ
ム
・
パ
テ
ル
貿

易
・
産
業
・
競
争
大
臣
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
歓

迎
の
意
が
表
さ
れ
、
そ
の
後
、
全
体
討
議

が
行
わ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
４
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行

わ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
代
表
団
は
、
髙
倉
Ｊ
Ｃ
Ｍ
顧

問
が
グ
ル
ー
プ
２
の
共
同
議
長
、
神
保
電

機
連
合
中
央
執
行
委
員
長
が
グ
ル
ー
プ
４

の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た
。
ま
た
、
グ
ル

ー
プ
１
に
は
金
子
J
C
M
議
長
、
村
上

自
動
車
総
連
国
際
局
部
長
、
上
口
Ｊ
Ｃ
Ｍ

部
長
、
グ
ル
ー
プ
２
に
は
安
河
内
Ｊ
Ａ
Ｍ

会
長
、
林
Ｊ
Ａ
Ｍ
副
会
長
、
高
城
J
C
M

主
査
、
グ
ル
ー
プ
３
に
は
神
田
基
幹
労
連

中
央
執
行
委
員
長
、
袈
裟
丸
基
幹
労
連
中

央
執
行
委
員
、
平
川
Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
次

長
、
グ
ル
ー
プ
４
に
は
佐
藤
全
電
線
中

央
執
行
委
員
長
、
内
田
電
機
連
合
中
央
執

行
委
員
、
石
原
Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
次
長
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
経
験
の
共
有
や
意
見
表

明
を
行
う
な
ど
、会
議
に
積
極
的
に
参
画

し
た
。

　

ま
た
、
３
日
目
に
は
、ア
ト
レ
・
ホ
イ
エ

書
記
長
か
ら
、
加
盟
費
収
入
が
減
少
し
て

い
る
一
方
で
、
従
来
の
部
門
の
垣
根
を
超

え
た
横
断
的
な
活
動
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
等
を
踏
ま
え
、
加
盟
費
値
上
げ
の
可
能

性
を
含
む
持
続
可
能
な
財
政
の
在
り
方

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
議
論
が
行
わ
れ

た
。
石
原
Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
次
長
は
、
加
盟

費
に
つ
い
て
、
値
上
げ
あ
り
き
で
は
な
い

検
討
を
求
め
る
趣
旨
の
発
言
を
行
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
・
論
点
等
は
下
記

の
通
り
。
な
お
、
議
論
の
内
容
は
後
述
の

結
語
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら

で
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

　

但
し
、
議
論
の
中
で
特
に
印
象
深
か
っ

た
点
で
は
、
ま
ず
、
公
正
な
移
行
に
関
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
労
働
組
合
か
ら

の
悲
痛
な
訴
え
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
に

よ
れ
ば
、
D
X
、
G
X
な
ど
に
よ
る
雇
用

へ
の
影
響
は
、
い
わ
ゆ
る
開
発
途
上
国
に

お
い
て
こ
そ
深
刻
で
あ
る
が
、
政
府
・
企

業
は
有
効
な
対
策
を
見
い
だ
せ
て
お
ら

ず
、
労
働
組
合
と
の
社
会
対
話
も
行
わ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ

ェ
ン
ス
に
つ
い
て
で
あ
る
。
世
界
中
の
労
働

組
合
が
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス

を
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
労
働
組
合
権
の

確
保
の
み
な
ら
ず
、格
差
（
非
正
規
労
働
者
、

女
性
、
若
年
層
な
ど
）、
公
正
な
移
行
と
い

っ
た
様
々
な
課
題
に
対
処
し
得
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
期
待
を
表
明
し
て
い
た
。

２
日
目

◇ 

グ
ル
ー
プ
１ 

●
テ
ー
マ
：
世
界
の
不
平
等
拡
大
へ
の
取

り
組
み

●
論
点
：

▼
生
活
費
へ
の
取
り
組
み
に
お
け
る
組

合
の
賃
金
危
機
対
策

▼
労
働
者
・
労
働
組
合
の
基
本
的
権
利

の
促
進

▼
新
し
い
社
会
契
約
に
よ
る
普
遍
的
な

社
会
的
保
護

◇ 

グ
ル
ー
プ
２

●
テ
ー
マ
：
組
織
化
に
よ
る
組
合
の
力
の

構
築

●
論
点
： 

▼
組
合
の
組
織
化
戦
略

▼
労
働
者
の
力
の
構
築
に
お
け
る
デ
ュ

ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
理
解
と
利
用

▼
組
合
の
変
革
的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
向
け

た
行
動

◇ 

グ
ル
ー
プ
３

●
テ
ー
マ
：
企
業
と
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る

戦
略
と
行
動

●
論
点
：

▼
組
合
協
力
・
連
帯
の
強
化

▼
革
新
的
・
包
括
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

戦
略

▼
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
活
動
を
改
善

す
る
た
め
の
積
極
的
戦
略
・
機
構
の

開
発

◇ 

グ
ル
ー
プ
４ 

●
テ
ー
マ
：
公
正
な
移
行
を
通
じ
た
未
来

の
形
成

●
論
点
：

▼
公
正
な
移
行
の
実
現

▼
公
正
な
移
行
に
関
す
る
労
働
組
合
の

行
動
・
協
力

▼
真
の
持
続
可
能
な
産
業
政
策
の
立
案

３
日
目

●
テ
ー
マ
：
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ

ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
財
政
的
持
続
可

能
性

●
論
点
：

▼
収
入
と
資
産
の
増
加
・
転
用

▼
コ
ス
ト
削
減

　

会
議
の
最
後
に
は
、
ホ
イ
エ
書
記
長
か ホイエ書記長
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よ
び
財
政
関
連
問
題
に
対
し
て
取
る
行

動
は
以
下
の
通
り
。

1
世
界
の
不
平
等
拡
大
へ
の
取
り
組
み

ア
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
に
対
す
る
攻
撃

と
闘
う
全
労
働
者
の
基
本
的
労
働
組

合
権
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
を
開

発
し
、
全
世
界
に
組
合
員
を
擁
す
る
組

織
と
し
て
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

力
を
利
用
し
て
、
攻
撃
さ
れ
た
と
き
に

加
盟
組
織
を
連
帯
さ
せ
る
。

イ 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
で 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
よ
る
支
援
運

動
を
通
し
て
不
平
等
に
取
り
組
む
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
、
特
に
グ
ロ
ー

バ
ル
ノ
ー
ス
と
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の

組
合
間
で
連
帯
と
協
力
を
強
化
す
る
。

2 

組
織
化
に
よ
る
組
合
の
力
の
構
築

ア
部
門
・
地
域
・
企
業
別
活
動
に
お
い
て

組
織
化
を
優
先
課
題
と
し
、
研
究
と

ら
、「
議
論
の
中
で
は
っ
き
り
と
示
さ
れ

た
の
は
組
織
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ノ
ー
ス
と

サ
ウ
ス
を
含
め
た
連
帯
の
重
要
性
で
あ

り
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
民
主

的
で
包
摂
的
に
今
後
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
の
舵
取
り
を
行
い
た
い
。
す
べ
て
の

発
言
に
留
意
し
、
各
地
域
の
代
表
で
構
成

さ
れ
る
作
業
部
会
で
結
語
と
し
て
ま
と
め

る
」、と
発
言
。
ま
た
、ホ
フ
マ
ン
会
長
は
、

「
組
合
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

“
闘
う
”
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
べ

き
時
も
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
た
。
結
語

に
つ
い
て
は
11
月
の
執
行
委
員
会
に
提
示

す
べ
く
準
備
を
行
う
」、
と
述
べ
、
会
議

の
総
括
と
今
後
の
進
め
方
の
確
認
が
行
わ

れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。

　

会
議
後
に
は
、
ホ
イ
エ
書
記
長
、
ホ
フ

マ
ン
会
長
の
発
言
の
通
り
作
業
部
会
が
設

置
さ
れ
た
。
作
業
部
会
は
世
界
6
地
域

の
代
表
12
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
髙
倉

J
C
M
顧
問
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
副

会
長
の
立
場
で
参
画
し
た
。
こ
の
中
で
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
結
語
「
2
0
2
5
年

11
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
で

開
催
さ
れ
る
第
4
回
大
会
に
向
け
た
強
力

で
団
結
し
た
活
発
な
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
構
築
」
が

11
月
28–

29
日
に
W
e
b
で
開
催
さ
れ

た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
執
行
委
員
会

で
確
認
さ
れ
た
。
結
語
に
記
載
さ
れ
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
基
づ
く
優
先
事
項
、
お

マ
ッ
ピ
ン
グ
、
周
到
な
準
備
、
勧
誘
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
段
階
で
行
動
を
起
こ

し
、
明
確
な
目
標
を
掲
げ
た
戦
略
的
組

織
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
現
場
で
強
力
な
組
合
基
盤

を
構
築
し
、
労
働
条
件
の
改
善
と
社
会

的
対
話
の
確
立
に
向
け
て
充
実
し
た
労

働
協
約
を
交
渉
・
締
結
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
こ
れ
は
既
存
の
組
合
機
構
を
強

化
し
、
組
合
に
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い

産
業
や
企
業
の
組
織
化
に
つ
な
が
る
。

イ	

特
に
組
織
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
重

点
を
置
き
、
加
盟
労
働
組
合
の
権
限
強

化
の
た
め
の
組
織
開
発
に
関
す
る
指
針

に
基
づ
い
て
、オ
ル
グ
や
組
合
員
向
け

の
効
果
的
な
教
育
・
訓
練
に
よ
り
、
特

別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
他
の
活
動
で
利

用
す
べ
き
戦
略
的
組
織
化
の
分
野
で

共
通
の
理
解
を
深
め
、
組
織
能
力
を
開

発
す
る
。

ウ 

加
盟
組
織
と
と
も
に
、
変
革
的
ア
ジ
ェ

ン
ダ
に
基
づ
い
て
包
括
性
を
高
め
、
例

え
ば
、
労
働
者
の
現
状
を
聞
く
、
必
要

な
専
門
知
識
を
得
る
、
優
れ
た
訓
練
の

コ
ン
セ
プ
ト
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
す

る
な
ど
、
未
来
志
向
の
組
合
方
針
を
生

み
出
す
た
め
に
現
代
的
な
組
織
化
ア
プ

ロ
ー
チ
や
技
術
を
利
用
し
た
り
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
作
業
部
会
を
通
し
て
既

存
の
資
源
や
資
料
を
精
査
、
再
検
討
、

修
正
す
る
。

エ 

上
記
を
達
成
す
る
た
め
に
作
業
部
会
を

設
置
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、2
0
2
3
年
６
月
の
執

行
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
労
働
組
合

の
力
の
構
築
に
関
す
る
文
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
立
て
る
。
そ
の
際
、
地
域
の
視
点
を

考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
サ
ウ
ス
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ノ
ー
ス
の

組
合
間
協
力
の
改
善
を
促
進
す
る
も

の
と
す
る
。

オ 

労
働
者
と
労
働
者
代
表
が
発
言
権
を

持
つ
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
プ

ホフマン会長、ホイエ書記長と日本代表団

金子議長
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ロ
セ
ス
、
支
援
活
動
、
組
合
組
織
化
・

団
体
交
渉
・
基
本
的
権
利
保
護
た
め
に

人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
利

用
す
る
方
法
に
関
す
る
意
識
向
上
と

能
力
強
化
に
投
資
す
る
と
と
も
に
、
デ

ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
効
率
的
利

用
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す

る
。
そ
の
た
め
に
、
部
門
や
地
域
を
超

え
て
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
内
部
で
集

団
的
能
力
を
生
み
出
し
、
こ
の
分
野
で

デ
ー
タ
収
集
と
専
門
知
識
の
強
化
、
活

動
の
調
整
に
取
り
組
む
。

3
企
業
と
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
戦
略
・

行
動

ア
多
国
籍
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
労
働
者

に
権
利
を
与
え
る
た
め
に
資
源
を
割

り
当
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
加
盟

組
織
間
の
連
携
・
協
力
を
強
化
し
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
慣
行
に
関
し
て
多
国

籍
企
業
の
透
明
性
と
説
明
責
任
を
訴

え
る
。

イ 

多
国
籍
企
業
を
交
渉
の
席
に
着
か
せ
る

こ
と
を
目
指
す
企
業
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
、
そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要
と
計
画
を
明
示
し

て
現
場
レ
ベ
ル
で
十
分
に
関
与
し
、
併

せ
て
産
業
研
究
と
国
境
を
越
え
た
集
団

行
動
を
行
う
。

ウ 

風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
始
め
て
、
バ
ッ

テ
リ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い

っ
た
戦
略
分
野
で
投
資
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
う
。

4	
公
正
な
移
行
を
通
し
た
未
来
の
形
成

ア
質
の
高
い
高
賃
金
の
組
合
雇
用
の
た
め

に
全
レ
ベ
ル
で
産
業
政
策
を
支
持
し
、

労
働
者
の
権
利
尊
重
、
対
話
と
団
体

交
渉
の
促
進
、
公
正
な
移
行
の
擁
護
の

条
件
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
措
置
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

イ 

特
に
技
能
再
教
育
・
資
格
再
取
得
問
題

を
中
心
に
産
業
転
換
と
持
続
可
能
な

開
発
に
関
連
す
る
意
思
決
定
に
労
働

者
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公

正
な
政
策
を
強
く
要
求
す
る
と
と
も

に
、
既
存
の
雇
用
を
保
護
し
て
新
し
い

質
の
高
い
雇
用
機
会
を
創
出
す
る
持

続
可
能
な
経
済
に
向
け
た
移
行
努
力

に
お
い
て
各
国
の
組
合
を
支
援
す
べ
く

協
力
す
る
。

ウ 

転
換
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
ま
た
労
働

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
優
先
行
動
分
野
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貿
易
政
策
・
慣
行

に
お
い
て
、
労
働
権
、
賃
金
平
等
お
よ

び
機
会
均
等
を
支
持
す
る
。

5	

財
政
関
連
問
題

　

将
来
考
え
ら
れ
る
展
開
と
し
て
、
以
下

の
案
が
出
さ
れ
て
い
る
。

❶
収
入
と
資
産
の
増
加
・
転
用
：

⒜
加
盟
費
の
検
討
、
⒝
組
織
化
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
基
金
、
⒞
銀
行
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
か
ら
の
資
金
配
分
、
⒟
外
部
資
金
の
拡

大❷
コ
ス
ト
削
減
：

⒜
内
部
作
業
の
再
編
、
⒝
本
部
の
移
転

こ
の
枠
組
み
の
中
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
は
以
下
の
行
動
を
取
る
。

ア
組
合
員
数
と
加
盟
費
収
入
の
減
少
に
起

因
す
る
財
政
問
題
に
日
常
的
か
つ
真
摯

に
取
り
組
み
続
け
る
。

イ 

確
認
さ
れ
た
優
先
課
題
に
従
っ
て
資
源

を
合
理
化
し
、新
し
い
資
金
源
を
探
し
、

資
金
を
再
配
分
す
る
。

ウ 
加
盟
組
織
の
た
め
に
透
明
で
効
率
的
な

資
金
利
用
を
確
保
す
る
。

エ 
本
部
の
移
転
に
関
し
て
財
務
・
法
務
・

人
事
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
プ

ロ
セ
ス
を
実
施
し
、
2
0
2
5
年
の
大

会
に
提
出
す
る
。

オ 

こ
の
文
書
に
記
載
さ
れ
る
項
目
を
優
先

し
、
組
織
の
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
原
因
で
、
ど
ん
な
作
業
や
活
動
を

こ
れ
以
上
実
施
で
き
な
い
か
を
判

断
す
る
。

カ 

資
源
に
応
じ
て
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
で
よ
り
効
率
的
な
内
部
作
業

を
確
保
す
る
た
め
に
相
乗
効
果
と

機
会
を
模
索
す
る
。

　

第
４
回
世
界
大
会
ま
で
の
期
間
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
と
し
て
、
こ
こ
で

示
さ
れ
た
優
先
課
題
に
従
っ
て
活
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
限
ら
れ
た

リ
ソ
ー
セ
ス
を
効
果
的
に
配
分
し
、
活

用
す
る
た
め
に
も
、
優
先
課
題
を
さ
ら

に
具
体
的
な
形
に
落
と
し
込
み
、
真
に

必
要
な
活
動
に
集
中
し
て
実
施
し
て
行

く
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
財
政
の
持
続
可
能
性
確
保

に
つ
い
て
の
議
論
が
第
４
回
世
界
大
会

に
向
け
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
日
本
を
含
め
、
多
く
の
国
で
物
価

の
高
騰
や
為
替
の
不
安
定
化
が
発
生
し

て
い
る
中
で
、
や
は
り
活
動
の
取
捨
選

択
を
通
じ
た
整
理
を
行
う
こ
と
な
ど
を

通
じ
て
、
加
盟
費
値
上
げ
あ
り
き
で
は

な
い
、
イ
ン
ダ
ス
オ
ー
ル
加
盟
組
織
全

体
が
納
得
で
き
る
解
決
策
を
導
き
出
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

い
ず
れ
の
課
題
に
関
し
て
も
、
J
 C 

M
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
中
核
組

織
と
し
て
、
今
後
も
積
極
的
に
関
与
・

参
画
し
て
い
く
。

髙倉顧問（インダストリオール副会長）




